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１．寄付の造成 

 ・ 福祉たすけあい基金、賛助会員募集に加え、「新型コロナ対応 緊急応援助成」プログラム実施に

伴う緊急寄付による寄付造成を行いました。（今年度事業指定プログラム「エラベル」は実施ぜず） 

  財団設立 8 年目を迎え、設立時からの寄付の総額は 3 月末現在で 1 億 6,560 万円となっています。 

・ 生活クラブ組合員への情報発信、生活クラブ共済たすけあい委員会活動との連携により、福祉た

すけあい基金参加者拡大をすすめました。2020 年 4 月から 2021 年 1 月までに 462 人の新規取組み

があり、3 月末の参加者は 10,644 人で期首より参加人数は 129 人の増加となっています。 

（１）福祉たすけあい基金＜生活クラブ組合員寄付＞ 

 ・年間寄付額は 12,630,400 円でした（予算比 97.8％・前年比 99.1％）。 

 ・組合員の福祉たすけあい基金寄付参加者データ  

   2020 年 4 月期首       10,515 人 

      3 月末取組人数     10,644 人 

①生活クラブ福祉たすけあい基金参加者 2020年度推移 

    期首 3 月末   

横浜北 
参加人数 2,197 2,224   

参加率 12.6% 12.4%   

横浜みなみ 
参加人数 2,210 2,297   

参加率 10.3% 10.4%   

かわさき 
参加人数 1,713 1,696   

参加率 14.2% 13.6%   

湘南 
参加人数 2,375 2,433   

参加率 12.5% 12.3%   

さがみ 
参加人数 2,020 1,994   

参加率 19.3% 18.8%   

全体 
参加人数 10,515 10,644   

参加率 13.4% 12.8   

    増減 組合員人数 

コモンズ（配送）参加者 7,617 7,815 198 55,648 

  参加率 14.5% 14.0%     

デポー（店舗）参加者 2,898 2,829 -69 27,222 

  参加率 11.1% 10.4%     

総合計    参加者 10,515 10,644 129 82,870 

  参加率 13.4% 12.8%     

 

②参加拡大に向けた活動 

 福祉たすけあい基金の取組み拡大に向けて、生活クラブと連携して以下に取組みました。 
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主体 目 的 アクション 対 象 等 

生活クラブ 

神奈川 

参加拡大 年 2 回のチラシ配布 

財団との共催活動：贈呈式 

組合員は全員配布  

財団 

 

活動報告 

  

年初の領収書発行の際に財団発行

の基金レポートを封入 

デポー組合員分は郵送 

配送組合員は全員配布、 

店舗組合員は店舗置き 30 部（寄付

者には送付時に再配布） 

生活クラブ広報誌「えぽ」記事掲載 組合員全員 

共催 活動報告 

語り部育成 

贈呈式 

（年 1 回実施） 

 

 

（2）福祉たすけあい基金＜一般寄付＞      

月 一般寄付者 一般寄付者内容 

4 月 
90,974 年間登録寄付者、助成団体からの寄付、 

ソフトバンク「つながる募金」の寄付 

5 月 0  

6 月 974 ソフトバンク「つながる募金」の寄付 

7 月 6,000 助成団体からの寄付 

8 月 2,400 個人からの寄付 

9 月 0  

10 月 0  

11 月 32,400 個人からの寄付、 助成団体からの寄付 

12 月 10,800 助成団体からの寄付 

1 月 
188,800 福祉たすけあい基金参加者からの追加寄付（領収書送付者） 

助成団体からの寄付 

2 月 29,000 福祉たすけあい基金参加者からの追加寄付（領収書送付者） 

3 月 
115,601 福祉たすけあい基金参加者からの追加寄付（領収書送付者） 

助成団体からの寄付、一般社団法人グリーンファンド秋田からの寄付 

合計 476,949  

 

①  一般寄付者は、財団の前身である「たすけあい未来ファンド」からの継続寄付者、個人寄付者、

助成団体からの寄付（一口 1,200 円以上で依頼／取組は任意）で構成されています。 

②   2020 年上期は、助成団体を中心に寄付がありました。下期についても、第 15 期助成団体への働  

きかけを行うとともに、未取組の助成団体への働きかけを継続しました。 

③   1 月に福祉たすけあい基金参加者へ領収書を送付時に、追加の寄付募ったところ 1～3 月に

229,800 円の追加寄付がありました。 

 

 

 

＜助成団体からの寄付＞ 
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  ・宮ノマエストロ（第 10 期助成団体）          1,200 円 

・コミュニティカフェ 6 丁目クラブ（第 10 期助成団体）   6,000 円 

・相武台ひよここども食堂（第 15 期・コロナ緊急助成団体）2,400 円 

・クローバーの会（第 13 期助成団体）                    1,200 円 

・しえんのまなび舎（コロナ緊急助成団体）               3,600 円 

・ワーコレたんぽぽひろば（第 8 期・コロナ緊急助成団体） 1,200 円 

・ふれあいっこ三ツ沢（コロナ緊急助成団体）             6,000 円 

・みんなのレモネードの会（第 15 期・コロナ緊急助成団体）1,200 円 

・おでかけ綾瀬（第 13 期・第 15 期助成団体）             1,200 円 

合計                                    24,000 円    

 

（3）子どもの貧困に立ち向かう市民活動応援基金への寄付 

 2019 年度下期に遺贈寄付プログラムとして設置した、子どもの貧困に立ち向かう市民活動応援基金

は、ホームページや基金レポートによる広報を行い、今年度は 10 件、53 万円の寄付がありました。 

 件数 口数 金額（円） 

期 首  1  2 20,000 

2020 年度 10 53 530,000 

合 計 11 35 550,000 

 

（4）財団運営費への寄付 

   生活クラブ生協                 5,000,000 円 

    NPO 法人ワーカーズコレクティブレモンバーム（注）     100,000 円 

   個人（2 件） 3,500 円 

   合計                       5,103,500 円  

    注：NPO 法人ワーカーズコレクティブレモンバームが解散（2020 年 10 月）し、残余財産の寄付指定団体となり、

10 万円の寄付がありました。 

（5）賛助会費 

・ 財団としての活動の広がりや新たな事業の取り組みを進めるための財源基盤を充実させるために

2018年度下期より市民基金への応援を増やす取り組みとして賛助会員制度を導入しました。今年度は、

総会後の 7 月より昨年度の賛助会員へのお知らせや新規拡大に向けた広報活動を行いました。3 月末時

点での会員数は、団体 26（昨年度は 20）、個人 108（昨年度は 76）、となっています。また、会費に

ついては約 88 万円（目標 80 万円）となっています。今年度も 1 月の領収書の送付時での広報を行い、

21 名より約 12 万円の寄付がありました。 

・ 目標達成率は以下です。 

  目標 実績 達成率 

個人 人数 100 人 108 人 108.0％ 

金額 20 万 346,200 173.1％ 
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団体 団体数 30 団体 26 団体 86.7％ 

金額 60 万 530,000 86.7％ 

合計 金額 80 万 876,200 108.3％ 

ⅰ．会員の状況 

区分 人数・団体数 納入数 

個人会員 108 人 75 人 

法人・団体会員 26 団体 22 団体 

 ⅲ．団体会費 

団体名 金額（円） 備考 

㈱オルタフーズ 60,000   

㈱ウエルライフ 30,000  

㈱マルモ青木味噌醤油醸造所 100,000   

㈱秋川牧園 10,000   

オルタスクエア㈱ 100,000   

㈱ニッコー 20,000   

㈱カジノヤ 10,000   

㈱太陽ネットワーク物流 30,000   

㈱双立デザイン設計事務所 10,000   

新生酪農株式会社 10,000   

㈱佐藤印刷所 20,000   

神奈川ワーカーズ・コレクティブ連合会 10,000   

（特非）参加型システム研究所 10,000   

（財）神奈川県地域労働文化事業団 10,000   

（特非）はだのあすなろ会 10,000   

（株）青い海 30,000 新 

平安ふれあい食堂 10,000 新 

（一社）川崎地方自治研究センター 10,000 新 

フードコミュニティ 10,000 新 

あさみぞみんなのコミュニティ 10,000 新 

（公社）神奈川地方自治研究センター 10,000 新 

エコ・グリーン 10,000  

合 計 530,000   

（6）新型コロナ対応・緊急寄付募集の取組み 

   4 月の新型コロナ対応緊急応援助成プログラム設置と同時に、緊急寄付募集を行いました。募集期

間は 4 月 23 日～8 月 31 日とし、200 万円を目標としました。新型コロナ助成への共感は高く、目標

を大きく上回る寄付がありました。 

 件数 金額（円） 平均金額（円） 
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個人 170 3,643,367 21,432 

団体 29 609,183 21,006 

ユーコープ組合員寄付 1 2,000,000 ・・・・・・ 

合計 200 6,252,550   21,370 注 

                          注：個人・団体の平均寄付金額 

（7）新型コロナ対応・オーダーメイド助成の取組み（生活協同組合ユーコープ） 

  生活協同組合ユーコープより 9 月に組合員寄付が 6,603,106 円ありました。この寄付の内 500 万円

を原資としてオーダーメイド基金「ユーコープ新型コロナ基金」を設置し、「新型コロナ対応緊急応援

助成（第 3 次）」に取り組みました。残額 1,603,106 円は一般寄付として受け入れ、財団の運営費・事

業費として活用することにしました。 

 

（8）新型コロナ対応・福祉たすけあい基金助成の取組み（生活クラブ生協） 

3,414,000 円の寄付がありました。この寄付は福祉たすけあい基金として、「新型コロナ対応緊急応

援助成（第 4 次）」の原資としました。 

 

２．助成事業（公益目的事業１） 

１）2020 年度助成実績           

 福祉たすけあい 

  第 14 期 

福祉たすけあい 

スタート助成 15期 
新型コロナ対応緊急 

応援助成（第 1～4次）  

合 計 

申請団体    10 17 101（累計 190） 128 

助成団体     8 16 100（累計 187） 124 

助成金額  327 万円 500 万円 1,535 万円 2,362 万円 

 

２）2020 年度助成活動 

① 通常型福祉たすけあい助成（第 14 期）  

・  第 14 期福祉たすけあい基金についてはスケジュールを変更して取り組みました。2 カ月後ろ倒し

にし、8 月個別相談、9 月～10 月選考、11 月助成としました。 

・  10 団体から申請があり、8 団体に 327 万円を助成しました。多世代が交流する地域の居場所づく

りに関する助成が多く、高齢者、子どもだけでなく若者も関わって、地域の場づくりやネットワー

クづくりなど意欲的な活動する団体が地域に広がっています。 

 

② 第 6 期スタート助成（15 期）  

・  17 団体より申請があり、16 団体に 500 万円を助成しました。申請団体数は、3 期連続申請 1 団体、

2 期連続申請 1 団体、初回申請団体が 15 団体となりました。 

・ 前回（13 期）は、継続団体が 8 団体、初回申請団体が 5 団体でした。2020 年度は、メールマガジ

ンやホームページの広報に力を入れたこと、新型コロナ対応緊急応援助成を行ったことなどにより、

初回申請団体が増えているのが特徴です。 

③ 事業指定プログラム「エラベル」助成 第 7 期 

・ 第 7 期「エラベル」の募集活動を行い、3 団体からの問い合わせがありましたが、応募団体はなく、 
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今年度は 9 月理事会にて中止を決定しました。 

 

④ 新型コロナ対応緊急応援助成を行いました。 

 ・ 福祉たすけあい基金助成のもとに新たに設置した緊急助成プログラムとして実施しました。（第３

次はオーダーメイドプログラムとして実施） 

 第 1 次 

（4～5 月対象） 

第 2 次 

（6～8 月対象） 

第 3 次 

（9～12 月対象） 

第 4 次 

（1～3 月対象） 

団体数 29 団体 44 団体 64 団体 50 団体 

助成金額 2,300,480 円 4,025,000 円 5,000,000 円 4,026,437 円 

※ 第 1 次は 225,374 円が３団体から、第２次は 56,141 円が１団体から、第４次は 142,164 円が４

団体から返金されました。 

 

⑤ 助成事業に関する広報活動 

・ 第 14 期、15 期福祉たすけあい基金、第 7 期事業指定プログラム「エラベル」、新型コロナ対応応

援助成（1～4 期）募集チラシを作成し、神奈川県内の市民活動サポートセンター39 か所に配架の手

配をした他、生活クラブ生協ほか関係団体にチラシを配布し広く広報しました。また、メールマガ

ジンによる広報も同時に行いました。 

・ 公益事業コミュニティサイトの CANPAN に助成情報を掲載しました。 

 

⑥ 贈呈式の開催 

 ・第 13期福祉たすけあい基金、第 6期エラベル助成団体贈呈式を 6月開催予定で準備を進めましたが、

新型コロナウィルスの影響により 11 月 21 日に実施しました。 

＜参考資料＞ 第 1 期～第 15 期申請団体の推移並びに助成金額 

助成時期 助成団体数 助成金額（円） 申請団体数 申請金額（約万円） 

第 1 期 2014 年 4 月助成 9 4,514,100 34 2400 

第 2 期 2015 年 2 月助成 12 3,944,950 17 700 

第 3 期 2015 年 5 月助成 11 3,822,000 34 2400 

第 4 期 2015 年 8 月助成 13 3,389,131 20 1000 

第 5 期 2016 年 3 月助成 6 1,667,633 12 390 

第 6 期 2016 年 8 月助成 7 3,245,769 18 640 

第 7 期 2017 年 4 月助成 10 2,493,230 16 490 

第 8 期 2017 年 8 月助成 13 4,000,000 20 1000 

第 9 期 2018 年 4 月助成 16 4,346,100 24 740 

第 10 期 2018 年 8 月助成 11 3,560,382 19 859 

第 11 期 2019 年 4 月助成 14 4,440,364 15 508 

第 12 期 2019 年 8 月助成 11 3,941,072 13 611 

第 13 期 2020 年 4 月助成 12 3,266,759 13 393 



6 

 

 

第 14 期 2020 年 11 月助成 8 3,275,903 10 544 

第 15 期 2021 年 4 月助成 16 5,000,000 17 581 

合 計 169 54,907,393 282 13,257 

３．研修・セミナー事業（公益目的事業２） 

（1）居場所ツアーの実施 

 ① 居場所づくりを応援する新たな企画として 9 月~10 月に「居場所見学ツアー」に取り組みました。

福祉たすけあい基金レポート 2020 夏号で募集し、8 名の参加がありました。 

 ② これまでの助成団体より 2 団体の協力を得て、見学会を実施しました。 

   ・コミュニティカフェ 6 丁目クラブ（鎌倉市） 

第 10 期福祉たすけあい助成団体／第 1 回居場所フォーラム参加団体 

   ・ひだまりの家プロジェクト（座間市） 

      第 11 期・第 13 期福祉たすけあい助成団体／第 2 回居場所フォーラム参加団体 

（2）フォーラム開催 

  新型コロナの影響により準備に至らず、開催を見送りました。 

（3）市民ライターの活動 

   新型コロナウィルスの影響により、第 4 回市民ライター講座の開催を見送り、市民ライターによる

取材は自粛しました。 

（4）横浜北生活クラブとの共催によるフォーラムの開催 

   横浜北生活クラブと共催で開催した基金フォーラムを 2020年12月 7日に開催しました。基調講演、

2 団体の活動報告を通して共通の課題を持つ市民の共有の機会が提供できました。後援名義依頼も行

ってより多くの人に広報し、オンライン開催により会場に来られない人に参加を広げることができま

した。また「福祉たすけあい基金」を知ってもらう機会になりました。 

 

４．相談・助言事業（公益目的事業３） 

（1）公益社団法人フードバンクかながわの事務局業務の受託 

 ・ 2016 年度当財団が主催した研究会を契機に始まったフードバンク検討は、県内の非営利協同組織

12 団体によるフードバンク事業を行う中間組織の設立に結実しました（2018 年 3 月）。当財団は、

公益社団法人フードバンクかながわに参加するとともに 2018 年 7 月から事務局業務（広報・ネット

ワークづくり）を受託しています。 

 ・ 広報業務（年次報告書作成、フードバンク通信発行、ホームページ更新管理等）、研究会事務局業

務、フォーラム企画・準備などを担っています。 

（2）遺贈寄付相談に向けた取り組み 

 ・ 生活クラブ、福祉クラブ、神奈川ワーカーズ・コレクティブ連合会、ワーカーズ・コレクティブ協

会、女性・市民コミュニティバンク、WE21 ジャパン、地球の木とともに、2019 年 8 月に「遺贈寄

付相談・市民ネット運営委員会」を立ち上げ、共通での相談窓口の開始とともに、ホームページの

開設、リーフレットの作成、スタート集会や相続セミナーに向けた広報活動などを行ってきました。

今年度は、7 月に運営委員会、8 月と 12 月に 2020 年度相続セミナー＆相談員会を開催しました。 

 ・ 財団としては、昨年度、新たな贈寄付の受け入れプログラム「子どもの貧困にたちむかう市民活動

応援基金」「冠基金」を設立し、これまでに 55 万円の寄付が集まっています。 
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５．広報発行事業（公益目的事業４） 

（1）年次報告書を作成しました。 

・ 財団活動をアピールするツールとして年間の活動内容がわかる資料を作成し、寄付依頼や賛助会員

拡大として活用しました。 

 ・ 2019 年度年次報告書を作成し関連団体や賛助会員へ配布しました。 

 

（2）「福祉たすけあい基金 BOOK Vol．9」の発行 

・ 第 13 期及び第 14 期福祉たすけあい基金の助成団体紹介のためのブックレットを作成しました。発

行は 2021 年 3 月、発行部数は 500 部です。 

 

（3）「福祉たすけあい基金 BOOK 増刊号」の発行 

 ・ 新型コロナ対応・緊急応援助第 1 次、2 次助成団体紹介のためのブックレットを 1000 部作成し、

寄付者及び関連団体等に配布しました。 

・  第 3 次団体紹介のためのブックレットは 3 月末に作成しました。4 次団体紹介ブックレットは 6 月

頃に発行する予定です。 

 

（4）「福祉たすけあい基金レポート 2020 年夏号・冬号」の発行 

 ・ 生活クラブ組合員向けの活動報告書を作成し、コモンズ組合員には全員、デポー組合員にはデポー

フロア配架にて 7 月と 11 月に配布しました。 

 ・ 生活クラブユニオン共済たすけあい委員会発行のニュース「福祉たすけあい基金に参加しましょう」

と同じ月（配布週は異なる）に組合員に届けたことや地域生協独自のキャンペーンなどにより、6～8

月の新規参加数は 123 名、11 月～1 月の新規加入者は 305 名となり、参加者拡大につながりました。 

 ・ 上記配布に加えて、寄付者への領収書送付にも同封して配布しました。 

 

（5）ホームページの一部改良 

・ ワーコレほっとリンクへの作業の委託を継続して、タイムリーな情報発信を行いました。 

・ 今年度は、遺贈寄付相談・市民ネットとのリンク、新型コロナ緊急応援助成の広報を中心にトップ

ページのホーム画面をリニューアルし、掲載記事や情報の整理を行いました。 

＜HP へのアクセス数＞ 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

閲覧数 3,120 4,588 4,840 3,195 3,273 2,365 2,867 2,685 2,527 2,249 1,744 2,047 35,500 3,227
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（6）ニューズレターの発行とメールマガジンの配信 

 ・ 昨年の 10 月より、新たな広報の手段として、市民基金ニューズレターの作成を行い、臨時号も含

めほぼ毎月 1 回発行しました。 

 ・ メールマガジンの登録が 1000 名を越えました。ニューズレターによる定期配信と助成募集情報な

どの臨時配信を行いました。特に今年度は、メールマガジンから助成（福祉たすけあい基金、緊急

コロナ対応）への問い合わせや応募が増えました。 

  

表面 裏面

2020年4月1日 事業指定エラベル寄付募集活動報告 第13期福祉たすけあい助成報告

2020年5月18日

2020年6月1日 新型コロナ緊急応援助成への支援のお願い（理事長） 新型コロナ1次助成団体報告

2020年6月10日 新型コロナ緊急寄付報告／第2次募集開始

2020年7月1日

2020年10月9日

2020年11月1日 新型コロナ緊急寄付報告／第4次コロナ助成募集 居場所ツアー開催報告

2020年12月1日 第14期福祉たすけあい基金助成報告 贈呈式開催報告

2021年1月1日 新年年頭あいさつ（理事長） 第2回相続セミナー報告

2021年2月1日

2021年3月15日 第15期福祉たすけあい基金助成報告/第16期福祉たすけあい基金の募集

新型コロナ対応 緊急応援助成第4次助成団体報告

発行月
内容

新型コロナ第3次助成団体報告

新型コロナ第2次助成団体報告

新型コロナ第1次助成団体報告
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６．法人運営 

1）機関会議運営 

（1）理事会 

・定例理事会を 5 月、7 月、9 月、11 月、1 月、3 月に、臨時理事会を 4 月、6 月、10 月、1 月に開催し

ました。新型コロナの影響で、一部の開催については決議の省略（いわゆるみなし決議）としました。

各理事会の主な議決事項は以下の通りです。 

 主な議決事項 

第 1 回臨時理事会 

4 月 22 日付（みなし決議） 

①緊急助成プログラム「新型コロナ対応・緊急応援助成」の設置の件 

第 1 回（5 月度理事会） 

5 月 16 日付 

（みなし決議） 

①2020 年度定時評議員会議案の決定 

②緊急助成プログラム「新型コロナ対応・緊急応援助成」の設置の件 

③新型コロナ緊急応援助成 第１次募集選考結果の承認及び第 2 次募集実施計画 

④事業指定助成プログラム『エラベル』2019 年度総括及び 2020 年度活動計画・募集要

項の承認 

⑤居場所見学ツアー実施計画 

⑥選考部会メンバーの承認 

第 2 回臨時理事会 

6 月 26 日付（みなし決議） 

①新型コロナ緊急応援助成 第 2 次募集選考結果の承認 

 

第 2 回（7 月度理事会） 

7 月 18 日開催 

①新型コロナ対応 緊急応援助成（第 3 次）の設置 

②新型コロナ対応 緊急応援助成（第１次、第 2 次）総括 

③2020 年度定時評議員会の開催日程 

第 3 回（9 月度理事会） 

9 月 12 日開催 

①新型コロナ対応 緊急応援助成（第 4 次）の設置 

②福祉たすけあい基金第 15 期（第 6 期スタート助成）実施計画・募集要項の承認 

③第 13 期福祉たすけあい基金贈呈式・交流会の開催計画の承認 

④基金レポート（2020 年冬号）の発行計画と予算の承認 

⑤新型コロナ対応 緊急応援助成（第 3 次）特別選考委員の承認 

⑥第 7 期事業指定プログラム「エラベル」の実施中止 

第 3 回臨時理事会 

10 月 6 日付（みなし決議） 

①新型コロナ緊急応援助成 第 3 次募集選考結果の承認 

第 4 回（11 月度理事会） 

11 月 21 日開催 

 

 

①2020 年度上期事業報告・決算の承認並びに下期対策 

②第 14 期福祉たすけあい基金選考結果の承認 

③福祉たすけあい基金取組み組合員への領収書発行等に係る予算承認 

④新型コロナ対応緊急応援助成中間総括 

第 4 回臨時理事会 

1 月 6 日付（みなし決議） 

①新型コロナ緊急応援助成 第 4 次募集選考結果の承認 

第 5 回（1 月度理事会） 

1 月 23 日開催 

 

 

 

①2021 年度事業計画（一次討議） 

②2020 年度第 1 回臨時評議員会開催要領並びに議案の決定 

③2021 年度年間会議日程 

④新型コロナ対応緊急応援助成（第 4 次）助成金額の修正 

⑤第 2 回フードバンク活動情報交換連絡会への協賛 



10 

 

 

第 6 回（3 月度理事会） 

3 月 13 日開催 

 

 

 

①2020 年度臨時評議員会議案の決定 

②役員並びに選考委員、選考部会メンバー改選に伴う対応の承認 

③第 15 期福祉たすけあい基金選考結果の承認 

④第 16 福祉たすけあい基金募集要項並びにチャートの承認 

⑤福祉たすけあい基金贈呈式の開催方針 

 

(2)定時評議員会の開催 

 5 月 30 日付でみなし決議による定時評議員会を開催し、2019 年度事業・活動報告並びに決算書を承認しまし

た。また役員・評議員の改選期でありませんでしたが、補充選出を行い理事 2 名、監事１名、評議員 5 名を選任

しました。 

(3) 参加状況 

・理事会 

 4 月度臨時 5 月度定例 6 月度臨時 7 月度定例 9 月度定例 10 月度臨時 

理事 みなし決議 

(決議の省略) 

みなし決議 

(決議の省略) 

みなし決議 

(決議の省略) 

13/22 17/22 みなし決議 

(決議の省略） 

監事 異議なし 異議なし 異議なし 2/3 2/3 異議なし 

 

 

 

・評議員会 

 定時評議員会（5/30） 

評議員 みなし決議（決議の省略） 

                                     

 臨時評議員会（3/27） 

評議員 みなし決議（決議の省略） 

 

 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月度定例 1 月度臨時 1 月度定例 3 月定例 

理事 13/22 みなし決議 

(決議の省略) 

20/22 

（オンライン併用） 

15/22 

（オンライン併用） 

監事 3/3 異議なし 3/3 3/3 
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福祉たすけあい基金 第 14 期助成団体報告（2020/11/21） 

 

名 称 主な活動 

地域 

申請事業 助成内容 助成額（円） 

湘南とアジアの若者による

未来創造事業実行委員会 

藤沢市 インドネシア・湘南若
者交流事業「平和交流
プログラム」 

 

旅費（航空運賃）の一
部 30 万円。 

300,000 

相武台団地 

ひよここども食堂 

相模原市 子供食堂拡大及び地域
活性化に向けた新規事
業の開始 

設備資金として約 53

万円（冷蔵庫、オーブ
ンレンジ、パソコンな
どの物品購入、広報費
など） 

 

529,000 

かわさき社会的養育家庭

をささえる会 

川崎市 「さとおやメンター」
育成事業 

メンター育成のため
の費用約 27 万円（講
師料、資料印刷費、会
場費、など） 

 

272,710 

つながるフェス 

実行委員会 

相模原市 「つながるフェス  ふ
たごみつご and more 

in さがみはら」 

 

講師謝金、会場費、ボ
ランティア謝金（昼食
代と交通費）など 

187,866 

よこはま地域福祉研究 

センター 

横浜市 「子ども・若者の育ち
と自立を支える活動」
の普及・啓発及びその
担い手・組織の人材養
成事業 

 

人件費、諸謝金、等 834,730 

子ども学習支援グループ

須賀の寺子屋 

平塚市 オンライン学習を利用
した中学生のための学
習支援 

オンライン学習開始
に必要な初期費用、約
67 万円（パソコン、
タブレットなどの物
品購入、ICT スキルア
ップ研修費用、教材作
成費など） 

 

671,597 

ＡＲＣＳＨＩＰ 横浜市 ホッチポッチミュージ
ックフェスティバル
2020 を多様な人が集
う音楽祭にするための
「真のごちゃまぜ推進
活動及び活動報告会」 

 

報告会会場費、報告書
作成費 

280,000 

富岡サロン 

ジュピのえんがわ 

横浜市 富岡サロン ジュピの
えんがわ 

5 周年イベント費用、
エアコン購入 

200,000 

合計    3,275,903 
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福祉たすけあい基金 第 15 期助成団体報告（2021/03/13） 

 

名 称 主な活動 

地域 

申請事業 助成内容 助成額 

（円） 

ふらっと茅ヶ崎 
茅ヶ崎市 南湖ハウス船出計画 パソコン、調理器具等物品購入

費 

400,000 

ワーカーズコレクティブ 

わにわに 

大和市 場を外にひらく『わにの図書館』 屋外に図書館設置のための費

用（縁台、絵本立て） 

176,000 

一般社団法人 

みんなのレモネードの会 

横浜市 法人化による、 更なる「小児がん

を伝える、繋がる」ための環境整

備 

法人化に伴う広報関係の環境

整備費用、HP 作成費約、パソ

コン等購入費等 

261,727 

そといく会 

横浜市 ちびもくふぁーむ （子どもの菜

園・ガーデン）、ぽかぽか（おやこ

の居場所） 

ちびもく活動準備物品購入費、

家賃の一部、講師謝礼 

170,000 

NPO 法人おでかけ綾瀬 

綾瀬市 福祉有償運送（移動サービス） 車両用ﾏｸﾞﾈｯﾄなどの物品購入

費、人件費の一部、HP 開設費、

通信費 

400,000 

Book＆Art ニワシドリ 

座間市 Ｂｏｏｋ＆Ａｒｔ ニワシドリ 事業開始のための費用、ワーク

ショップ活動のための費用、物

品購入費、画材など購入費、講

師謝金、広報費等 

400,000 

 Hug kumu Nannies 

横浜市 Hug kumu Nannies 

（一時預かり事業） 

一時預かり事業開設に伴う物

品購入費（パソコン、ベビーカ

ーと）、場所代（水光熱費含む） 

290,000 

育ち合い広場てとてとて 

藤沢市 てらこやわはは（放課後の居場所

活動）・季節のまちかど探検隊 

スタッフ研修サポーター養成

講座 講師謝礼と交通費 

240,000 

アマヤドリ 
葉山町 ステップハウスアマヤドリの設立 ステップハウスの賃料の一部 400,000 

リンパ浮腫ネットワーク

ジャパン 

横浜市 リンパ浮腫の実態調査と情報ポー

タルサイト(施設一覧)の拡充 

情報サイト拡充などの広報費、 

実態調査の専門家への謝礼 

400,000 

フードバンク浜っ子南 

横浜市 ひとり親世帯への食料支援、地域

団体への食品提供と、提供食品の

寄贈を募る活動を通して、地域に

食の助け合いの輪を広げる活動 

食品倉庫賃料 400,000 

（特非）まなひろ 
横浜市 WEB サイトでのまちのつながり

事業 

WEB サイトを作成するための

機材購入費 

180,273 

ユニバーサル絵本 

ライブラリー Uni Leaf 

葉山町 鎌倉ユニバーサルジオラマ事業 ジオラマ作成費用  315,000 

ラフェリーチェ 

横浜市 虐待被害者及び母子家庭等貧困世

帯の子ども達の学習支援、居場所

支援、食事提供支援の維持のため

の支援 

家賃の一部等 400,000 

地域交流サロンさざなみ 

綾瀬市 3 世代交流サロン、子ども食堂、パ

ントリー ひとりで頑張っている

方の力になるような講座を開催の

準備 

HP 開設費、スタッフ交通費等 242,000 

相模原をプロデュースす

る会 

相模原市 中間支援事業 相模原をプロデュ

ースする事業 

チラシ リーフレット作成、 

HP 作成維持費、講座を開催す

るための機材費用 

325,000 

合計    5,000,000 

 


